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　製造業において、以前から推し進められていた「省
人化・自動化」の流れが加速している。そういった潮
流において切削加工に望まれることは、より高能率で
より安定的に加工できることだと言える。それを象徴
するかのように、小型高速仕様の工作機械の受注額は
おおよそ右肩上がりの様相を呈しており、このことか
らも今の切削加工のトレンドは「小型工作機械による
高速・高能率加工」であると考えられる。すなわち切
削工具としては「小径・多刃」の仕様の工具が求めら
れている。
　しかし、このところ世界情勢が急変することが多々
あり、それにつられて切削加工のトレンドもがらりと
変わる可能性は否めない。そこで本稿では、時代のニー

ズに合わせて進化し続け、あらゆる場面において高能
率加工を可能とした「EXSKSシリーズ」の紹介を通
じて、高能率加工へのアプローチを提示したい。

EXSKSシリーズの特徴
　EXSKSシリーズは、両面 6コーナー仕様のイン
サートを採用し、ランニングコストを削減した高能率
高送り加工を実現するカッターとして好評をいただい
ている。インサートは三角形の形状をしており、内側
の切れ刃が長いためランピング角度を大きく設定する
ことができる。またランピング加工時、切削負荷のか
かる方向にインサート拘束面を配置できるため工具剛
性が高い。そのため、ほかの形状の高送りカッターに
比べ、ランピングやヘリカル加工が必要な掘込み加工
において、特に有利に使用することができるという点
で優れている。
　インサートの拘束面はくさび形状のダブテイル構造
で、ネガの拘束面でインサートの浮き上がりを抑制す
る機構となっている（図 1）。そのため、ねじ 1本の
クランプ力で、大きな切削抵抗が作用してもインサー
トの動きを防止することができる。
　これらの特徴をもつ EXSKSシリーズに「小径・
多刃」のニーズから生まれたEXSKS-05形が加わる
ことで、切りくず排出性を重視した大径工具での高切
込み・高送り加工から小径多刃工具での安定した高送
り加工まで、幅広い場面で高能率加工を実現すること
が可能となった。
　次にEXSKSシリーズのそれぞれの特徴を述べる。
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図 1　クランプ機構




